
｜日時｜　2019 年 5月 17 日（金）18:30 ～ 20:55

｜会場｜　せんだいメディアテーク　7階・スタジオシアター

　　　　　（仙台市青葉区春日町 2-1）

｜プログラム｜

　　■　18:20 開場

　　■　18:30 開会

　　■　18:35 ～ 20:05　『ラジオ』上映（89分）

　　■　20:10 ～ 20:55　意見交換

｜意見交換・登壇者｜

 岸 善幸  氏（『ラジオ』演出）
 菅原 睦子  氏（仙台短篇映画祭実行委員）
 高橋 卓也  氏（山形国際ドキュメンタリー映画祭理事
　　　　　　　　　　　兼プロジェクトマネージャー）

｜参加費｜　無料

｜参加申込｜　不要

｜問い合わせ先｜　saigaijinbungaku@gmail.com

｜主催｜　東北大学東北アジア研究センター

｜共催｜　指定国立大学災害科学世界トップレベル研究拠点

　　　　　災害人文学ユニット

～2013 年放送・NHK特集ドラマ『ラジオ』を観る～
東日本大震災では発生直後より多くの
映像記録が残されてきました。被災状
況や体験者の証言、被災地域の伝統行
事や民俗芸能の記録などドキュメンタ
リー映画として作品化・上映されたも
のだけでも数百タイトルを数えます。
東北大学東北アジア研究センター災害
人文学ユニットでは、東日本大震災に
まつわるドキュメンタリー映画の上
映・鑑賞と、映画監督ら制作者や研究
者を交えた意見交換を通して、地域文
化と地域社会の存続に関して映像記録
の担う役割と可能性を考えます。
今回上映する『ラジオ』は、宮城県女
川町で 2011 年 4 月～ 2016 年 3 月ま
で開局した臨時災害放送局「女川さい
がい FM」（現在は「一般社団法人オ
ナガワエフエム」として活動）の実話
と同局で活動した高校生アナウンサー
のブログを元に、脚本家・一色伸幸が
脚本をまとめました。ドラマ制作はテ
レビマンユニオンが担当、撮影は女川
町内各所でおこなわれました。
本作の上映とともに、演出を担当した
岸善幸氏、仙台短篇映画祭実行委員の
菅原睦子氏、山形国際ドキュメンタ
リー映画祭理事兼プロジェクトマネー
ジャーの高橋卓也氏を迎え、東日本大
震災後の映像・映画の動き、ドキュメ
ンタリーとフィクションの関係と融合
からうまれる表現の可能性について、
意見を交わします。

実話からドラマへ：
　　ドキュメンタリーの表現、
　　　　　　フィクションの伝達
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東北大学東北アジア研究センター
災害人文学ユニット
指定国立大学災害科学世界トップレベル研究拠点
災害人文学領域

東日本大震災に対応する形で、文化人類学・宗教学・歴史学は災害復興や
防災に関わる調査研究事業を行うようになりました。従来、これらの学問
分野は基礎研究を基軸とし応用的な側面は副次的な扱いでしたが、震災以
降そうした状況は変化しました。具体的に言えば、文化人類学や宗教学は
民俗芸能などの無形民俗文化財がもつ震災復興への役割についての実践的
調査研究を、歴史学は地域の歴史文書資料に関わる保全活動を行ってきま
した。本ユニットは、これまで蓄積されてきたこれらの分野における災害
に関わる実践的研究の成果を踏まえ、新たなる研究領域の開発をふまえつ
つ、さらなる発展と総合化を行うことを目的とします。

研究課題
「 震災映像のアーカイブ化と防災教育における活用 」

災害の状況や体験者の証言、失われつつある地域の伝統行事や芸能などを
記録し、背景の物語を交えてわかりやすく紹介する映像記録は、防災教育
や被災地の歴史文化の継承・発展を喚起する媒体として文化財という意味
もあります。東日本大震災に関連する映像は膨大であり、ドキュメンタリー
映画だけでも数百タイトルが製作・上映されています。震災映像による地
域社会の防災力を、震災前だけでなく震災後の災いを防ぐという意味も含
めて活かすべく、国内はもちろんのこと海外の記録映画の製作者・研究者
との研究会の開催および情報発信を通じて、震災映像をつくる・観る・伝
える文化の発展と活用の方法論を探ります。

東北大学東北アジア研究センター
災害人文学ユニット ウェブサイト： 
http://www.cneas.tohoku.ac.jp/unit/disaster/

上映作品について
『ラジオ』
2013 年放送（NHK総合テレビジョン）
制作：NHKエンタープライズ
制作・著作：NHK、テレビマンユニオン
HP: http://www.nhk-ep.com/special/radio/

【あらすじ】
震災から１０ヶ月。仮設住宅に引きこもる女子高生「某ちゃん」
（演・刈谷友衣子）を心配した兄貴分の蒲鉾店四代目・國枝（演・
吉田栄作）は、半ば強制的に女川さいがい FMに参加させる。しかし、
ほとんど何もしゃべれない、何も伝えられない…。落ち込む彼女に、
父親（演・豊原功補）が、「話すのが苦手ならば文字で表現したらい
い…」とブログを勧める。彼女は、自分自身の心情を少しずつ綴り
始めて行く。
そんな某ちゃんが放送で流したロックミュージックを、ネット配信
で耳にしたのは、東京で働く飛松（演・リリー・フランキー）。なぜ
か心惹かれ…某ちゃんとのメールのやりとりが始まる。さいがい
FM の仲間たちにも支えられ、某ちゃんは次第に元気を取り戻し、
未来に希望を持ち始めていく。
そんな時、瓦礫の受け入れについて書いた某ちゃんのブログが突然
炎上する！普段は１０人程だった閲覧者が、１００万人を超えた！
いったい何が起こったのか？…窮地に立たされる某ちゃん…そして
仲間たち…
被災地女川で「ブログ」と「ラジオ」を経験し、自分自身を取り戻
していく女子高生と仲間たちの物語は、震災を描くドラマではない。
「心」の復興を描くドラマである。

【原作】某ちゃん。 脚本：一色伸幸
【主な出演者】刈谷友衣子、豊原功補、西田尚美、リリー・フランキー、
吉田栄作、安藤サクラ、山本浩司、藤原薫、夏居瑠奈

意見交換・登壇者

岸善幸 （きし・よしゆき）
1986 年、テレビマンユニオンに参加以降、数々
のドキュメンタリー番組を手がける。演出の他
プロデュースでも、多くの優れた映像作品を生
み出す。綿密な取材に基づいた構成、演出には
定評があり、各局から指名を受ける数少ないディ
レクターである。NHK「少女たちの日記帳 ヒロ
シマ 昭和 20 年 4 月 6 日～ 8 月 6 日」は放送後
に多くの反響を呼び、サンダンス映画祭ではノ
ミネートこそ逃すものの国内外の選考委員に高
く評価された。2012 年元旦から放送された
NHK大型ドキュメンタリードラマ「開拓者たち」
（全 4 話）や東日本大震災被災地でロケを敢行し
た「ラジオ」など、ドキュメンタリーで培った
独自の演出方法は、俳優陣からも絶大な信頼を
得ている。

菅原睦子（すがわら・むつこ）
仙台短篇映画祭の前身である＜仙台ムービーア
クトプロジェクト＞（1996 年～）の立ち上げか
ら現在に至るまで、映画祭の制作や広報、プロ
グラム・コーディネーターとして活動。2011 年
の東日本大震災の際には、仙台短篇映画祭映画
制作プロジェクト『311 明日』の制作スタッフ
の一人として携わった。一方、2013 年より「幕
の人」という名目で上映企画を行いながら、イ
ラストや絵画作品の発表も継続して行っている。

高橋卓也（たかはし・たくや）
フォーラム運営委員会と山形県映画センターで
映画配給や上映に携わりながら、多様な映像文
化を生かした地域づくりを目指す。「『わらびの
こう』製作と上映を支援する会」事務局長、「よ
みがえりのレシピ」（2011 年 / 監督：渡辺智史）、
「無音の叫び声」（2016 年 / 監督：原村政樹）、「世
界一と言われた映画館」（2017 年 / 監督：佐藤
広一）ではプロデューサーなどを務める。


